この度、貴社社長○○○○様ご逝去の報に接し、驚き、ただ茫然としております。
この秋、ご挨拶に伺った際には、ご健康そのものとお見受けいたしてまいりましたが、突然のご他界、未だに信じられません。私どものような小さな会社にも、常に深いご理解と、ご支援をいただいてまいりました。まことに残念でなりません。
このうえは社員の皆様が、お心を一つにされ、故○○○○様のご足跡をさらい、発展なされますよう心からお祈り申し上げます。
本来ならば早速、お悔やみに参上すべきところでございますが、遠隔地ゆえ思うにまかせず、失礼ながら書中にて謹んでお悔やみ申し上げます。

○○　太郎
